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榮
著
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彦
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承
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第
四
茸
　
進
士
と
妓
女
甲
恋
物
詰
「

1
億
億
伝
と
零
小
玉
伝
1

第
一
節
　
禁
栄
進
士
と
妓
女
の
恋
愛
評
と
モ
の
背
景

進
士
と
妓
女
の
恋
物
語
は
、
現
尭
社
会
で
の
進
士
と
妓
女
の
や
り
と
り
と
恋

愛
を
背
景
と
し
て
産
み
だ
さ
れ
た
文
学
で
あ
る
。
こ
の
文
学
は
、
抒
情
性
に
富

み
、
結
末
は
悲
劇
的
で
あ
る
作
品
が
重
く
、
封
建
的
な
社
会
背
景
に
起
国
す
る

解
決
不
能
な
苫
藤
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
悲
哀
感
を
醇
わ
せ
た
作

品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
芸
術
の
宝
庫
の
う
ち
か
ら
不
滅
の
卸
き
を
発

L
、
読
者
に
愛
さ
れ
つ
づ
け
た
文
学
で
あ
る
。

唐
代
甲
文
学
史
を
開
い
て
み
る
と
、
詩
と
小
説
は
王
冠
を
飾
る
二
つ
の
宝
石

で
あ
り
、
そ
の
十
中
八
九
は
進
士
た
ち
の
菩
び
と
悲
し
み
の
感
情
の
結
晶
表
現

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
結
晶
」
に
は
、
種
々
な
意
味
で
妓
女
が
か
か
わ
っ
て

い
る
。
直
接
的
又
は
間
接
的
に
、
恋
愛
関
係
又
は
そ
れ
以
外
の
関
係
で
、
妓
女

と
進
士
の
か
か
わ
り
を
描
い
た
作
品
の
数
は
か
な
り
重
く
、
重
要
な
地
位
を
占

め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
唐
代
文
学
史
は
、
．
進
士
と
妓
女
を
扱
っ
た
文
学
で
占

め
ら
れ
て
い
古
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
詩
に
つ
い
て
は
さ
て

お
き
、
こ
こ
で
は
、
伝
奇
小
説
中
の
「
妓
女
」
に
つ
い
て
お
お
ま
か
な
分
析
を

試
み
、
つ
い
で
偉
矯
伝
、
零
小
玉
伝
を
そ
の
代
謹
作
と
し
て
詳
細
な
評
価
を
加

阜
蜃
㌔

進
士
と
妓
女
を
l
め
ぐ
る
話
が
う
ま
れ
て
く
る
背
景
は
何
で
あ
ろ
う
か
7
・
中

晩
唐
、
特
に
醜
唐
時
代
に
こ
申
埴
由
作
品
が
歩
く
、
そ
れ
は
当
時
の
社
会
情
勢

と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
唐
の
王
室
は
、
元
来
、
西
方
の
胡
人
と
関

れ

1

）

係
が
喋
く
、
六
鎮
集
団
が
中
原
を
統
一
し
て
以
来
、
胡
末
の
風
習
が
社
会
に
一

般
化
し
て
き
た
。
朱
子
語
頻
に
「
李
唐
町
．
源
柾
は
夷
政
に
出
て
い
る
か
ら
、
婚

姻
関
係
が
礼
を
失
し
て
・
い
る
」
と
あ
る
の
は
正
し
い
指
摘
で
あ
る
。
唐
の
初
期

は
「
国
策
と
し
て
山
東
の
旧
蹟
族
〔
中
国
本
土
の
東
韓
以
来
の
士
大
乗
階
級
）

を
抑
圧
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
．
L
そ
の
上
、
l
則
東
武
后
は
、
特
に
雑
文
卑
語

詞
を
も
ち
上
げ
て
、
踵
学
や
儒
教
を
棄
て
も
軍
t
石
新
興
階
紐
た
る
進
士
〔
諦

≡
章
参
照
）
を
大
い
に
抜
擢
し
た
。
そ
甲
結
果
進
士
連
は
、
．
中
宗
、
容
宗
朝
直

な
っ
て
、
大
い
に
勢
力
を
得
る
よ
き
に
な
っ
た
。
．
こ
こ
で
二
つ
．
の
史
実
を
あ

げ
、
当
時
の
社
会
を
う
か
酔
う
と
．
と
と
す
る
。
．
　
　
　
　
．

「
中
宗
の
景
竜
二
年
註
四
月
に
、
修
宜
館
単
士
を
置
き
、
公
卿
で
文
章
の
上

手
な
幸
崎
等
二
十
余
人
を
選
び
、
天
子
の
遊
室
に
侍
ら
せ
て
詩
作
害
せ
．
た
。
・
上

官
昭
容
〔
上
官
儀
の
孫
娘
娩
児
）
が
そ
れ
に
甲
乙
を
つ
け
た
。
こ
ら
し
て
．
天
下

は
華
や
か
な
表
現
を
競
い
、
．
儒
者
風
の
ま
じ
め
書
は
流
行
由
ぐ
れ
と
た
っ
た
。
」

八

歴

代

通

鑑

輯

監

　

五

三

V

 

P

「
唐
の
中
宗
の
頃
、
癖
源
郡
の
尉
呂
光
春
が
上
番
し
て
時
の
政
治
に
つ
い
て
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